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OMUPブックレット No.31
落語による地域活性化

武守　克朗 著

　日本古来の地域文化とも言える
「落語」を活用して地域活性化の
取り組み事例を紹介している。

ISBN978−4−901409−81−0　C1333
Ａ５判、並製本、94頁
定価：本体価格800円＋税

OMUPブックレット No.32
ソーシャル・キャピタルと大学の地域貢献

久木元　秀平 著
　人と人との間にある信頼やネッ
トワーク、互酬性の規範などから
構成される、目に見えない資本と
してのソーシャル・キャピタルを
大学の地域貢献活動に適用と考察
を加えた。
ISBN978−4−901409−82−7　C1333
Ａ５判、並製本、79頁
定価：本体価格800円＋税

新刊書の紹介

装いも新たにパンフレット「読ン得本々」の刊行!!

　読書離れのすす
む若い人たちに本
の魅力を伝え、人
生を変える一冊の
本を探して欲しい
とのメッセージを
こめて、2004年に
創 刊 し た パ ン フ
レ ッ ト「OMUP
会 員 が 新 入 生 に
す す め る 本 」 は

「OMUP会員が新
入生・在学生にす
すめる本」へと変
遷 し、 昨 年 一 年
の休刊期間を置い
て、本年は大阪府

立大学図書館委員会との連携のもと、大阪府立大学学術情報
センター・大阪府立大学生協・OMUP三者の共同企画/制作
になる小冊子「読ン得本々　新入生に薦める100冊の本より」
2011年版（頒価：100円）に装いを改めた。大阪府立大学の
図書館部長中村洋一教授はじめ、関係各位の一方ならぬご配
慮・協働の賜物である。大阪府立大学の現役図書委員の教員
の先生方から学生へのメッセージの書き添えられた数々の本
を推薦頂いた。巻頭には図書館部長　中村洋一先生の「本と
の出会い～知る喜び・分かる喜び・感じる喜び～」のことば
がある。16名の構成学部・研究科から選ばれた委員の推薦さ
れた100冊以上の本、ISBN番号、出版社名、定価も付された
推薦文は、各先生の個性と学生に寄せる期待の気持がにじみ
出ていると言ってよかろう。すでに新学期早々には、図書
館（学術情報センター）入口に推薦された本が陳列され、入
退館の際には学生が入手できっるように配慮された。また、
５月中旬からは大学生協書籍部では推薦図書の一部を取り寄
せ、学生が購入できるようフェアが持たれた。さらには、今
期読書の秋にはOMUP刊行物も含めたブックフェアを計画

で多くの先生方からの過分な書評を掲載して頂くことができ
ました。これらの書評やみなさまのご意見から多くのことを
学ぶことができ、更なる情報発信の必要性を感じるようにな
りました。
　このたびOMUPの専務理事でおられる足立泰二大阪府立
大学名誉教授のご指導により出版して頂きました『環境容量
からみた日本の未来可能性』はその続編として編集を進めて
きたものです。わが国の47都道府県の環境容量を市区町村単
位で、５つのエコモデル（CO2固定容量、クーリング容量、
生活容量、水資源容量、木材資源容量）と地理情報システム

（GIS）を活用し、言わば地域の潜在性を３次元でのカラー
マップにより表現した、低炭素・低リスク社会を推進するた
めの環境ガイドブックです。各都道府県を見開きの２ページ
で見やすく構成しており、見過ごしがちな、住む地域の、環
境や資源、そして災害などの包括的な潜在性について、GIS
マップやリスト、またレーダーチャートを活用し、オールカ
ラーページで可視化した前著のマップデータ編といえます。
　第１章では、時代特性をはじめ、本書の骨格となる11のキー
ワードを解説し、中心となる第２章では全国47都道府県の環
境容量や地形、都市規模、水系などをビジュアルに紹介して
います。また第３章の「未来可能性へのシミュレーション」
では、未来可能性を高めるための提案や、人口の自然減少、
CO2排出量の削減、森林育成や地表形態の改善、さらに地方
間での人口移動というシナリオをもとに定量的なシミュレー
ションを行い、わが国の未来への可能性を探っています。
　また、序文「本書によせて」には、地理情報システム

（GIS）の国際的なベンダーである米国Esri社社長のJack 
Dangermond博士から大変光栄な寄稿を頂き、これからの人
間社会や自然とのかかわりを考えていくうえでの貴重なメッ
セージが託されています。
　環境計画や防災計画、またGISに携わる研究者や自治体の
専門家の方々のみならず、全国のみなさまに、生活される市
や町や村などのヒトと自然の関係を視覚的にご紹介でき、こ
れから迎える時代の生活や社会のガイドブックとなり、より
良い2050年のために、そして、明日の地球と子どもたちのた
めに、少しでも新しい方向を示せ、お役に立つことを心より
願っています。

　読書離れのすす


